
８

○ し ん ご う 保 育 園265

ぼ く と わ た し の 絵

寒
さ
な
ん
か
へ
っ
ち
ゃ
ら
。
ソ
リ
に

の
っ
て
何
回
も
滑
っ
て
遊
ん
だ
よ
。

な
ん
だ
か
雪
が
溶
け
て
い
く
と
寂
し

い
な
ぁ
。
ま
だ
ま
だ
雪
遊
び
し
た
い

の
に
…

坂
根
　
　
丞
く
ん
（
も
も
組
）

い
つ
も
お
う
ち
の
す
べ
り
台
で
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
ん
だ
よ
。

暖
か
く
な
っ
た
ら
保
育
園
の
す
べ
り
台

で
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
ん
だ！
！

田
茂
　
颯
真
く
ん
（
も
も
組
）

じ
ょ
う

さ
か
ね

そ
う
ま

た
も

滝
　
沢
　
　
　
凜
ち
ゃ
ん

Ｈ
27
・
１
・
31
生

（
地
区
）
川
代

（
パ
パ
）
洋
樹

（
マ
マ
）
順
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く

な
っ
て
ね
！

た
き

さ
わ

り
ん

３
月

ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン（
血
石
）

̶
沈
着
・
勇
敢
̶

男
　
1,
30
3人
（
－
２
人
）

女
　
1,
36
5人
（
－
２
人
）

計
　
2,
66
8人
（
－
４
人
）

世
帯
数
94
0世
帯（
－
２
世
帯
）

（
平
成
28
年
１
月
末
現
在
）

や
よ
い

M
ar
ch

弥
 生

人
の
動
き

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
28
年

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
６
年
３
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

日
曜

１
火
行
政
相
談

４
金
資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

７
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

９
水
障
が
い
者
相
談
日

11
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

12
土
村
内
中
学
校
卒
業
式

14
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

15
火
所
得
税
・
住
民
税
申
告
相
談
最
終
日

18
金
資
源
ご
み（
ビ
ン・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

５
歳
児
健
診

19
土
村
内
小
学
校
卒
業
式

20
日
春
分
の
日

21
月
振
替
休
日

25
金
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

村
内
小
中
学
校
修
了
式
・
離
任
式

28
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
  相
談
室
　
午
後
１
時
～
３
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
午
前
10
時
～

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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無
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１月29日　村営金ヶ沢スキー場で開催された新郷村小・中学校スキー大会（関連記事５ページ）１月29日　村営金ヶ沢スキー場で開催された新郷村小・中学校スキー大会（関連記事５ページ）

よ
し
、勝
っ
た
。 １
位
だ！

２
月
11
日
、「
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
」で
、
肥
料
袋
に

稲
ワ
ラ
を
詰
め
て
、
そ
り
を
作
る
子
ど
も
た
ち

２
月
11
日
、「
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
ま
つ
り
」で
、
肥
料
袋
に

稲
ワ
ラ
を
詰
め
て
、
そ
り
を
作
る
子
ど
も
た
ち
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―

各
界
の
代
表
が
集
ま
り―

　
 　

新
春
の
集
い

新
郷
村
の
更
な
る
発
展
を
願
う

小澤　ノリさん
（扇ノ沢）

小﨑ミツエさん
（女ヶ崎）

Ｊ
Ａ
八
戸
グ
ル
�
プ
㈱
ぱ
る
じ
�
サ
�
ビ
ス

生
鮮
食
品
な
ど
の
移
動
販
売
を
開
始

移
動
販
売
で
大
助
か
り
！

移
動
販
売
で
大
助
か
り
！

Ｊ
Ａ
八
戸
グ
ル
�
プ
㈱
ぱ
る
じ
�
サ
�
ビ
ス

生
鮮
食
品
な
ど
の
移
動
販
売
を
開
始

Ｊ
Ａ
八
戸
グ
ル
�
プ
㈱
ぱ
る
じ
�
サ
�
ビ
ス

生
鮮
食
品
な
ど
の
移
動
販
売
を
開
始

３　広報しんごう　H28・２

お楽しみ抽選会で、みごと特賞を当
てた三八地域県民局の武田志郎局長

踊りを披露する連合婦人会会員

ぱるじゃサービスの移動販売車で
買い物をする住民ら　　　　　　

東北電力中学生作文コンクール優秀
賞受賞作品を朗読する佐藤涼夏さん

村民憲章を唱和する新郷村教育振興
協議会会長の福山廣さん

野坂新郷駐在所長から詐欺と交通事故防止
についてのお話を聴く農業者年金協会会員

保健・医療・福祉包括ケアシステム懇談会であ
いさつをする三村県知事

 

野
坂
駐
在
所
長
が
講
演

　
１
月
19
日
、
美
郷
館
で「
新
郷

村
農
業
者
年
金
協
会
研
修
会
」が

開
か
れ
、
会
員
ら
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
崩
利
雄
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
新
郷
駐
在
所
の

野
坂
一
人
所
長
が「
高
齢
者
の
詐

欺
被
害
防
止
及
び
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」と
題
し
講
演
。
農
業

者
年
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら
れ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
注
意
事
項

な
ど
が
話
さ
れ
、
会
員
ら
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
㈱
ぱ
る
じ
ゃ
サ
ー
ビ
ス
で

は
昨
年
10
月
か
ら
、
毎
週
火

曜
日
に
村
内
の
一
部
地
域（
北

川
目
、
南
川
目
方
面
）を
回
り
、

肉
や
魚
、
く
だ
も
の
、
日
配

品
な
ど
の
移
動
販
売
を
始
め

ま
し
た
。

　
販
売
ル
ー
ト
や
時
間
は
決

ま
っ
て
お
り
、
商
品
を
積
み

込
ん
だ
車
で
午
前
10
時
か
ら

夕
方
ま
で
１
日
か
け
、
社
員

２
人
体
制
で
地
域
を
回
っ
て

い
ま
す
。

　
車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持

た
な
い
住
民
の
評
判
も
上
々

で
、
高
齢
化
の
進
む
本
村
の

強
い
味
方
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
１
月
20
日
、
三
村
県
知
事
を
始

め
と
す
る
県
の
福
祉
関
係
職
員
総

勢
14
名
と
本
村
の
保
健
師
ら
が
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
現
地
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
三
村
県
知
事
が

こ
の
懇
談
会
の
趣
旨
説
明
を
し
、

須
藤
村
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、
３

人
の
保
健
師
が「
村
の
歯
科
保
健
」

な
ど
に
つ
い
て
日
頃
の
活
動
の
様

子
を
発
表
し
ま
し
た
。
県
の
関
係

者
か
ら
は
、「
保
育
園
や
学
校
と

連
携
し
て
各
種
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
は
す
ば
ら
し
い
」と
お
ほ
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
年
恒
例
の「
新
郷
村
新
春
の
集
い
」

が
１
月
23
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

各
界
の
代
表
な
ど
１
７
０
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
集
い
で
は
、
福
山
廣
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
会
長
が
村
民
憲
章
唱
和
の
発

声
を
し
、
須
藤
村
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
大
島
理
森
衆
議
院
議

長（
秘
書
代
読
）と
北
紀
一
県
議
会
議
員

の
２
人
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
佐
々
木
郁
夫
副
知
事
が「
２
５
１

０
の
光
輝
く
新
郷
村
を
目
指
し
て
」と

題
し
講
演
。続
い
て
、
平
成
27
年
度
の

主
な
事
業
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

唱
歌「
ふ
る
さ
と
」を
出
席
者
全
員
で
歌

っ
た
後
、福
山
惠
一
郎
村
議
会
議
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
連
合
婦
人

会
や
歌
手
の
小
西
礼
子
さ
ん
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
、
新
春
の
集
い
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
協
会
研
修

三
村
県
知
事
来
村

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
現
地
懇
談
会
」

１月29日に設立された婚活応援協議会

常会長会議で質問をする常会長

　　
１
月
29
日
、
役
場
で「
新
郷
村

婚
活
応
援
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、

村
内
の
住
民
11
人
に
須
藤
村
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
村
議
会
総
務
常
任
委

員
長
の
細
川
氏
、
副
会
長
に
は
商

店
街
活
性
化
団
体
の
会
長
を
務
め

る
髙
橋
敏
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
駆
使
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
出

会
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、「
平
成
27
年
度
新
郷
村

常
会
長
会
議
」
が
開
か
れ
、
村

内
43
の
常
会
か
ら
40
名
の
常
会

長
が
出
席
し
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
下
通
り
常
会
長

の
山
岸
満
幸
さ
ん
の
発
声
で
村

民
憲
章
を
唱
和
後
、
須
藤
村
長

が
、
新
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

野
坂
一
人
新
郷
駐
在
所
長
が「
地

域
の
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

に
向
け
て
」と
題
し
講
話
し
ま
し

た
。

平
成
27
年
度

　常
会
長
会
議

消防団幹部研修で救命講習を受ける団員

　
２
月
７
日
、
新
郷
村
消
防
団

幹
部
訓
練
が
美
郷
館
で
開
催
さ

れ
、
全
分
団
の
班
長
以
上
の
幹

部
70
名
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
五
戸
消
防

署
の
職
員
指
導
の
も
と
救
命
講

習
を
実
施
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
一
連
の

救
急
作
業
の
様
子
を
見
た
後
に
、

人
形
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正
し
い
使
い
方
を
学

び
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
応
急
処
置
が
い
か
に
大
切
か

再
認
識
し
ま
し
た
。

新
郷
村
消
防
団
幹
部
訓
練

　幹
部
ら
70
名
が
参
加

　
私
は
車
を
持
っ
て
ま
せ
ん
か

ら
町
ま
で
行
け
な
い
し
、
こ
う

し
て
移
動
販
売
車
が
き
て
く
れ

て
助
か
り
ま
す
。
毎
回
魚
や
お

か
ず
、
お
菓
子
な
ど
を
買
っ
て

い
ま
す
が
、
来
週
は
チ
ー
ズ
や

イ
カ
の
塩
か
ら
、
紅
シ
ョ
ウ
ガ

を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に

と
、
ぱ
る
じ
ゃ
の
人
に
注
文
し

ま
し
た
。

　
生
活
に
必
要
な
も
の
は
全

部
娘
が
買
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
が
、
自
分
が
好
き
な
も
の
、

食
べ
た
い
も
の
は
移
動
販
売

車
か
ら
買
っ
て
い
ま
す
。
車

が
な
く
て
買
い
に
行
け
な
い

人
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
て

売
り
に
き
て
く
れ
る
と
助
か

り
ま
す
。

講演をする佐々木副知事

魚や肉、くだものなど
品ぞろえも豊富

魚や肉、くだものなど
品ぞろえも豊富

『
婚
活
応
援
協
議
会
』

設
立
さ
れ
る

『
婚
活
応
援
協
議
会
』

設
立
さ
れ
る

　会
長
は
細
川
真
理
子
氏
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（扇ノ沢）

小﨑ミツエさん
（女ヶ崎）

Ｊ
Ａ
八
戸
グ
ル
�
プ
㈱
ぱ
る
じ
�
サ
�
ビ
ス

生
鮮
食
品
な
ど
の
移
動
販
売
を
開
始

移
動
販
売
で
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移
動
販
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Ａ
八
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グ
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を
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始
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を
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３　広報しんごう　H28・２

お楽しみ抽選会で、みごと特賞を当
てた三八地域県民局の武田志郎局長

踊りを披露する連合婦人会会員

ぱるじゃサービスの移動販売車で
買い物をする住民ら　　　　　　

東北電力中学生作文コンクール優秀
賞受賞作品を朗読する佐藤涼夏さん

村民憲章を唱和する新郷村教育振興
協議会会長の福山廣さん

野坂新郷駐在所長から詐欺と交通事故防止
についてのお話を聴く農業者年金協会会員

保健・医療・福祉包括ケアシステム懇談会であ
いさつをする三村県知事

 

野
坂
駐
在
所
長
が
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演

　
１
月
19
日
、
美
郷
館
で「
新
郷

村
農
業
者
年
金
協
会
研
修
会
」が

開
か
れ
、
会
員
ら
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
崩
利
雄
会
長
が
あ

い
さ
つ
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た
後
、
新
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在
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の

野
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所
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齢
者
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欺
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防
止
及
び
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故
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年
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ど
を
だ
ま
し
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な

い
よ
う
に
す
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の
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意
事
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が
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、
会
員
ら
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に
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を
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ま
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。

　
㈱
ぱ
る
じ
ゃ
サ
ー
ビ
ス
で

は
昨
年
10
月
か
ら
、
毎
週
火

曜
日
に
村
内
の
一
部
地
域（
北

川
目
、
南
川
目
方
面
）を
回
り
、

肉
や
魚
、
く
だ
も
の
、
日
配

品
な
ど
の
移
動
販
売
を
始
め

ま
し
た
。

　
販
売
ル
ー
ト
や
時
間
は
決

ま
っ
て
お
り
、
商
品
を
積
み

込
ん
だ
車
で
午
前
10
時
か
ら

夕
方
ま
で
１
日
か
け
、
社
員

２
人
体
制
で
地
域
を
回
っ
て

い
ま
す
。

　
車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持

た
な
い
住
民
の
評
判
も
上
々

で
、
高
齢
化
の
進
む
本
村
の

強
い
味
方
と
な
り
そ
う
で
す
。

　
１
月
20
日
、
三
村
県
知
事
を
始

め
と
す
る
県
の
福
祉
関
係
職
員
総

勢
14
名
と
本
村
の
保
健
師
ら
が
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
現
地
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
三
村
県
知
事
が

こ
の
懇
談
会
の
趣
旨
説
明
を
し
、

須
藤
村
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
は
、
３

人
の
保
健
師
が「
村
の
歯
科
保
健
」

な
ど
に
つ
い
て
日
頃
の
活
動
の
様

子
を
発
表
し
ま
し
た
。
県
の
関
係

者
か
ら
は
、「
保
育
園
や
学
校
と

連
携
し
て
各
種
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
は
す
ば
ら
し
い
」と
お
ほ
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
年
恒
例
の「
新
郷
村
新
春
の
集
い
」

が
１
月
23
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

各
界
の
代
表
な
ど
１
７
０
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
集
い
で
は
、
福
山
廣
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
会
長
が
村
民
憲
章
唱
和
の
発

声
を
し
、
須
藤
村
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
大
島
理
森
衆
議
院
議

長（
秘
書
代
読
）と
北
紀
一
県
議
会
議
員

の
２
人
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い

て
、
佐
々
木
郁
夫
副
知
事
が「
２
５
１

０
の
光
輝
く
新
郷
村
を
目
指
し
て
」と

題
し
講
演
。続
い
て
、
平
成
27
年
度
の

主
な
事
業
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

唱
歌「
ふ
る
さ
と
」を
出
席
者
全
員
で
歌

っ
た
後
、福
山
惠
一
郎
村
議
会
議
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
連
合
婦
人

会
や
歌
手
の
小
西
礼
子
さ
ん
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
、
新
春
の
集
い
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
協
会
研
修

三
村
県
知
事
来
村

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
現
地
懇
談
会
」

１月29日に設立された婚活応援協議会

常会長会議で質問をする常会長

　　
１
月
29
日
、
役
場
で「
新
郷
村

婚
活
応
援
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、

村
内
の
住
民
11
人
に
須
藤
村
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
村
議
会
総
務
常
任
委

員
長
の
細
川
氏
、
副
会
長
に
は
商

店
街
活
性
化
団
体
の
会
長
を
務
め

る
髙
橋
敏
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
駆
使
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
出

会
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、「
平
成
27
年
度
新
郷
村

常
会
長
会
議
」
が
開
か
れ
、
村

内
43
の
常
会
か
ら
40
名
の
常
会

長
が
出
席
し
、
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
下
通
り
常
会
長

の
山
岸
満
幸
さ
ん
の
発
声
で
村

民
憲
章
を
唱
和
後
、
須
藤
村
長

が
、
新
年
度
の
主
な
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

野
坂
一
人
新
郷
駐
在
所
長
が「
地

域
の
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

に
向
け
て
」と
題
し
講
話
し
ま
し

た
。

平
成
27
年
度

　常
会
長
会
議

消防団幹部研修で救命講習を受ける団員

　
２
月
７
日
、
新
郷
村
消
防
団

幹
部
訓
練
が
美
郷
館
で
開
催
さ

れ
、
全
分
団
の
班
長
以
上
の
幹

部
70
名
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
五
戸
消
防

署
の
職
員
指
導
の
も
と
救
命
講

習
を
実
施
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
一
連
の

救
急
作
業
の
様
子
を
見
た
後
に
、

人
形
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正
し
い
使
い
方
を
学

び
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
応
急
処
置
が
い
か
に
大
切
か

再
認
識
し
ま
し
た
。

新
郷
村
消
防
団
幹
部
訓
練

　幹
部
ら
70
名
が
参
加

　
私
は
車
を
持
っ
て
ま
せ
ん
か

ら
町
ま
で
行
け
な
い
し
、
こ
う

し
て
移
動
販
売
車
が
き
て
く
れ

て
助
か
り
ま
す
。
毎
回
魚
や
お

か
ず
、
お
菓
子
な
ど
を
買
っ
て

い
ま
す
が
、
来
週
は
チ
ー
ズ
や

イ
カ
の
塩
か
ら
、
紅
シ
ョ
ウ
ガ

を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に

と
、
ぱ
る
じ
ゃ
の
人
に
注
文
し

ま
し
た
。

　
生
活
に
必
要
な
も
の
は
全

部
娘
が
買
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
が
、
自
分
が
好
き
な
も
の
、

食
べ
た
い
も
の
は
移
動
販
売

車
か
ら
買
っ
て
い
ま
す
。
車

が
な
く
て
買
い
に
行
け
な
い

人
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
て

売
り
に
き
て
く
れ
る
と
助
か

り
ま
す
。

講演をする佐々木副知事

魚や肉、くだものなど
品ぞろえも豊富

魚や肉、くだものなど
品ぞろえも豊富

『
婚
活
応
援
協
議
会
』

設
立
さ
れ
る

『
婚
活
応
援
協
議
会
』

設
立
さ
れ
る

　会
長
は
細
川
真
理
子
氏
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1 ＶｉＣ・ウーマンの会　　　会　員　谷地村裕子　　2 新郷村農業後継者の会（郷のきみ）　きみ部会長　滝沢　和雄
3 新郷酪農活性化協議会　　　会　長　戸田　　真　　4 ㈶ふるさと活性化公社　　　　　　事務局長　角岸　秀伸
5 新郷村農産物研究会（天日米）　会　員　長根　　透　　6 新郷村農産物研究会（農産物研究会）　会　長　長根　哲美
7 新郷自然の里（自然薯）　　　代　表　橋端　秀作　　8 三八五流通株式会社　　　　　　　部　長　田沢　秀美
9 新郷村肉用牛生産組合　　　組合長　福山　　満　　10 カッチャレンジャークラブ　　　　会　長　谷地村和子
11 新郷村航空防除利用組合　　組合長　下村勇一郎　　12 新郷村農産物研究会（天日米）　　　会　員　田中　友康
13 八戸農業協同組合　五戸営農センター長　長根　　茂　　14 きのこの里づくり中里会　　　　　代　表　村上秋治朗
15 きのこの里づくりわらう会　会　員　西村カチヱ　　16 きのこの里づくり仲良し・しいたけ会　代　表　福山　幸子　

順　　　位
種　　　目

小１・２男子大回転
　　　　女子大回転
小３・４男子大回転
　　　　女子大回転
小５・６男子大回転
　　　　女子大回転
中学　　男子大回転
　　　　女子大回転
　　　　男子回転
　　　　女子回転

学年
２
２
４
４
５
５
２
２
２
２

１　位
氏　名
福田　泰匡
福山　瞳花
橋端　有也
佐藤　陽菜
福山　　修
福山　光咲
間木　啓吾
高橋　祐衣
間木　啓吾
田沢　未羽

学年
２
１
３
４
６
６
２
２
２
２

２　位
氏　名
橋端　慶人
畠山　涼菜
坂根　　一
佐々木七海
長峯　　魁
永野　海幸
田沢　一輝
田沢　未羽
田沢　一輝
高橋　祐衣

学年
１
１
４
４
６
５
２
２
１
２

３　位
氏　名
橋端　秀斗
高橋　芽玖
土本　　義
川岸　実福
長峯　　源
村上　璃帆
小沢　耀穂
永野こなつ
中田　大輝
永野こなつ

小中学校スキー大会入賞者一覧（アルペンの部）

順　　　位
種　　　目

小１・２男子
　　　　女子
小３・４男子
　　　　女子
小５・６男子
　　　　女子
小学校リレー
中学男子
中学女子
中学男子リレー

学年
２
２
４
３
５
６

２
２

１　位
氏　名
鹿島　煌大
田島　陽和
佐藤龍吉郎
前山　仁菜
佐藤　　蓮
岡田香那美

　
佐藤　邑磨
田島　愛海
野　沢　中

学年

１
３
３
５
６

２
２

２　位
氏　名

前山　聖奈
横沢　志温
横道　　凜
横沢　亮太
青山　桃果

　
青山　雅樹
佐藤　涼夏
新 郷 中 Ａ

学年

２
４
４
５
６

２
１

３　位
氏　名

西山　凛音
岡田　柊作
田島　未舞
風張　航太
佐藤　琴乃

下村　竜聖
鹿島　愛莉
新 郷 中 Ｂ

中学女子リレー 野　沢　中 新 郷 中 Ａ 新 郷 中 Ｂ

小中学校スキー大会入賞者一覧（クロスカントリーの部）

新築されたヒュッテ（右端は昨年度新築されたトイレ）

接戦が繰り広げられたクロスカントリー アルペン競技試合開始前の練習のようす

田んぼや畑の間をぬってのコースで
競技する中学生

新築されたヒュッテの内部

５　広報しんごう　H28・２

　
１
月
26
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、「
新
郷
村
の
農
林
業
を
語
る

会
」が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

農
林
業
団
体
関
係
者
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
八
戸
学
院
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
加
来
聡
伸
講

師
が「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の

在
り
方
と
そ
の
基
本
姿
勢
」と
題

し
講
演
。
中
で
も
、「
こ
れ
か
ら

の
農
業
は
企
業
の
よ
う
に
経
営
目

的
や
理
念
、
目
標
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
企
画
グ
ル
ー
プ
の
佐

藤
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
、
新
郷

村
の
取
り
組
み
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
須
藤
村
長
が
座
長

を
務
め
、
各
団
体
代
表
者
一
人
ひ

と
り
が
現
在
の
活
動
の
様
子
や
今

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
農
業
後
継
者
の
会
・
き
み
部
会

長
の
滝
沢
和
雄
さ
ん
は
、「
郷
の
き

み
は
昨
年
、
村
外
の
会
社
や
デ
パ

ー
ト
な
ど
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ

り
、
注
文
に
応
じ
る
の
が
大
変
だ

っ
た
が
、
今
年
は
生
産
者
に
呼
び

か
け
、
作
付
け
面
積
を
増
や
す
予

定
だ
」と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
航
空
防
除
利
用
組
合
の

下
村
勇
一
郎
組
合
長
は
、「
村
内
の

田
ん
ぼ
は
電
線
が
多
い
上
に
小
さ

い
田
ん
ぼ
も
多
く
効
率
が
よ
く
な

い
が
、
研
鑽
を
積
ん
で
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

10
人
い
る
が
、
兼
業
農
家
で
あ
る

た
め
、
な
か
な
か
人
員
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
。
今
後
は
も
っ
と
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

 

　
須
藤
村
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
意

見
を
聴
け
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

  

１
月
29
日
、
新
郷
村
小
・
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
主
催
）が
金
ヶ
沢
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
約
１
４
０
名

の
児
童
生
徒
が
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村
長

が
選
手
を
激
励
。
西
越
小
学
校
６

年
の
岡
田
香
那
美
さ
ん
、
佐
藤
琴

乃
さ
ん
、
青
山
桃
果
さ
ん
の
３
人

が
息
の
あ
っ
た
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。

　
昨
年
は
雪
不
足
で
大
会
中
止
。

今
年
も
暖
冬
に
よ
り
雪
不
足
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
中

旬
に
降
っ
た
大
雪
で
ゲ
レ
ン
デ
は

滑
走
可
能
と
な
り
、
選
手
た
ち
も

な
ん
と
か
練
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
薄
日
の
差
す
穏
や
か

な
天
候
。
午
前
は
小
学
生
、
午
後

は
中
学
生
の
大
会
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
部
に
分
か
れ
て
競
技
。

選
手
た
ち
は
家
族
や
友
達
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
精
一
杯
の
滑
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
に
は
今
冬
、

待
望
の
ヒ
ュ
ッ
テ
が
新
築
さ
れ
ま

し
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
は
２
部
屋
に
区

切
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
に
は
流
し
台
や
薪
ス
ト
ー
ブ
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ヒ
ュ
ッ
テ
の
隣
に
は
ス
キ
ー
用
具

や
薪
な
ど
を
置
く
小
さ
な
倉
庫
も

新
築
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
水
洗

ト
イ
レ
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ス
キ
ー
場
利
用
者
は
快
適
な

環
境
の
も
と
で
、
楽
し
く
ス
キ
ー

が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

      

「
新
郷
村
の

　
　
　農
林
業
を
語
る
会
」

　
　
　
　
　
　約
40
人
が
参
加

      

「
新
郷
村
の

　
　
　農
林
業
を
語
る
会
」

　
　
　
　
　
　約
40
人
が
参
加

村
の
農
林
業
の
こ
と
、

考
え
て
見
た
！

話
し
て
み
た
！

まだまだ伸びしろあり！　異業種連携で再び村おこし！

か
　
く
あ
き
の
ぶ

ま
す
ま
す
快
適
に
な
っ
て･･･

新
郷
村
小
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
か
れ
る

村営金ヶ沢スキー場  念願のヒュッテが新築完成！

（敬称略）
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1 ＶｉＣ・ウーマンの会　　　会　員　谷地村裕子　　2 新郷村農業後継者の会（郷のきみ）　きみ部会長　滝沢　和雄
3 新郷酪農活性化協議会　　　会　長　戸田　　真　　4 ㈶ふるさと活性化公社　　　　　　事務局長　角岸　秀伸
5 新郷村農産物研究会（天日米）　会　員　長根　　透　　6 新郷村農産物研究会（農産物研究会）　会　長　長根　哲美
7 新郷自然の里（自然薯）　　　代　表　橋端　秀作　　8 三八五流通株式会社　　　　　　　部　長　田沢　秀美
9 新郷村肉用牛生産組合　　　組合長　福山　　満　　10 カッチャレンジャークラブ　　　　会　長　谷地村和子
11 新郷村航空防除利用組合　　組合長　下村勇一郎　　12 新郷村農産物研究会（天日米）　　　会　員　田中　友康
13 八戸農業協同組合　五戸営農センター長　長根　　茂　　14 きのこの里づくり中里会　　　　　代　表　村上秋治朗
15 きのこの里づくりわらう会　会　員　西村カチヱ　　16 きのこの里づくり仲良し・しいたけ会　代　表　福山　幸子　

順　　　位
種　　　目

小１・２男子大回転
　　　　女子大回転
小３・４男子大回転
　　　　女子大回転
小５・６男子大回転
　　　　女子大回転
中学　　男子大回転
　　　　女子大回転
　　　　男子回転
　　　　女子回転

学年
２
２
４
４
５
５
２
２
２
２

１　位
氏　名

福田　泰匡
福山　瞳花
橋端　有也
佐藤　陽菜
福山　　修
福山　光咲
間木　啓吾
高橋　祐衣
間木　啓吾
田沢　未羽

学年
２
１
３
４
６
６
２
２
２
２

２　位
氏　名

橋端　慶人
畠山　涼菜
坂根　　一
佐々木七海
長峯　　魁
永野　海幸
田沢　一輝
田沢　未羽
田沢　一輝
高橋　祐衣

学年
１
１
４
４
６
５
２
２
１
２

３　位
氏　名
橋端　秀斗
高橋　芽玖
土本　　義
川岸　実福
長峯　　源
村上　璃帆
小沢　耀穂
永野こなつ
中田　大輝
永野こなつ

小中学校スキー大会入賞者一覧（アルペンの部）

順　　　位
種　　　目

小１・２男子
　　　　女子
小３・４男子
　　　　女子
小５・６男子
　　　　女子
小学校リレー
中学男子
中学女子
中学男子リレー

学年
２
２
４
３
５
６

２
２

１　位
氏　名

鹿島　煌大
田島　陽和
佐藤龍吉郎
前山　仁菜
佐藤　　蓮
岡田香那美

　
佐藤　邑磨
田島　愛海
野　沢　中

学年

１
３
３
５
６

２
２

２　位
氏　名

前山　聖奈
横沢　志温
横道　　凜
横沢　亮太
青山　桃果

　
青山　雅樹
佐藤　涼夏
新 郷 中 Ａ

学年

２
４
４
５
６

２
１

３　位
氏　名

西山　凛音
岡田　柊作
田島　未舞
風張　航太
佐藤　琴乃

下村　竜聖
鹿島　愛莉
新 郷 中 Ｂ

中学女子リレー 野　沢　中 新 郷 中 Ａ 新 郷 中 Ｂ

小中学校スキー大会入賞者一覧（クロスカントリーの部）

新築されたヒュッテ（右端は昨年度新築されたトイレ）

接戦が繰り広げられたクロスカントリー アルペン競技試合開始前の練習のようす

田んぼや畑の間をぬってのコースで
競技する中学生

新築されたヒュッテの内部

５　広報しんごう　H28・２

　
１
月
26
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、「
新
郷
村
の
農
林
業
を
語
る

会
」が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

農
林
業
団
体
関
係
者
約
40
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
八
戸
学
院
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
加
来
聡
伸
講

師
が「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の

在
り
方
と
そ
の
基
本
姿
勢
」と
題

し
講
演
。
中
で
も
、「
こ
れ
か
ら

の
農
業
は
企
業
の
よ
う
に
経
営
目

的
や
理
念
、
目
標
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
企
画
グ
ル
ー
プ
の
佐

藤
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
、
新
郷

村
の
取
り
組
み
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
検
討
会
で
は
須
藤
村
長
が
座
長

を
務
め
、
各
団
体
代
表
者
一
人
ひ

と
り
が
現
在
の
活
動
の
様
子
や
今

後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
農
業
後
継
者
の
会
・
き
み
部
会

長
の
滝
沢
和
雄
さ
ん
は
、「
郷
の
き

み
は
昨
年
、
村
外
の
会
社
や
デ
パ

ー
ト
な
ど
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ

り
、
注
文
に
応
じ
る
の
が
大
変
だ

っ
た
が
、
今
年
は
生
産
者
に
呼
び

か
け
、
作
付
け
面
積
を
増
や
す
予

定
だ
」と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
航
空
防
除
利
用
組
合
の

下
村
勇
一
郎
組
合
長
は
、「
村
内
の

田
ん
ぼ
は
電
線
が
多
い
上
に
小
さ

い
田
ん
ぼ
も
多
く
効
率
が
よ
く
な

い
が
、
研
鑽
を
積
ん
で
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

10
人
い
る
が
、
兼
業
農
家
で
あ
る

た
め
、
な
か
な
か
人
員
確
保
に
苦

労
し
て
い
る
。
今
後
は
も
っ
と
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

 

　
須
藤
村
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
意

見
を
聴
け
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

  

１
月
29
日
、
新
郷
村
小
・
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
新
郷
村
教
育
振

興
協
議
会
主
催
）が
金
ヶ
沢
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
約
１
４
０
名

の
児
童
生
徒
が
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
須
藤
村
長

が
選
手
を
激
励
。
西
越
小
学
校
６

年
の
岡
田
香
那
美
さ
ん
、
佐
藤
琴

乃
さ
ん
、
青
山
桃
果
さ
ん
の
３
人

が
息
の
あ
っ
た
選
手
宣
誓
を
し
ま

し
た
。

　
昨
年
は
雪
不
足
で
大
会
中
止
。

今
年
も
暖
冬
に
よ
り
雪
不
足
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
中

旬
に
降
っ
た
大
雪
で
ゲ
レ
ン
デ
は

滑
走
可
能
と
な
り
、
選
手
た
ち
も

な
ん
と
か
練
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
薄
日
の
差
す
穏
や
か

な
天
候
。
午
前
は
小
学
生
、
午
後

は
中
学
生
の
大
会
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
部
に
分
か
れ
て
競
技
。

選
手
た
ち
は
家
族
や
友
達
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
精
一
杯
の
滑
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
に
は
今
冬
、

待
望
の
ヒ
ュ
ッ
テ
が
新
築
さ
れ
ま

し
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
は
２
部
屋
に
区

切
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
に
は
流
し
台
や
薪
ス
ト
ー
ブ
が

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ヒ
ュ
ッ
テ
の
隣
に
は
ス
キ
ー
用
具

や
薪
な
ど
を
置
く
小
さ
な
倉
庫
も

新
築
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
水
洗

ト
イ
レ
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ス
キ
ー
場
利
用
者
は
快
適
な

環
境
の
も
と
で
、
楽
し
く
ス
キ
ー

が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

      

「
新
郷
村
の

　
　
　農
林
業
を
語
る
会
」

　
　
　
　
　
　約
40
人
が
参
加

      

「
新
郷
村
の

　
　
　農
林
業
を
語
る
会
」

　
　
　
　
　
　約
40
人
が
参
加

村
の
農
林
業
の
こ
と
、

考
え
て
見
た
！

話
し
て
み
た
！

まだまだ伸びしろあり！　異業種連携で再び村おこし！

か
　
く
あ
き
の
ぶ

ま
す
ま
す
快
適
に
な
っ
て･･･

新
郷
村
小
・
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
か
れ
る

村営金ヶ沢スキー場  念願のヒュッテが新築完成！

（敬称略）



お知らせ

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

初
場
所
や
ま
け
て
は
な
ら
ぬ

県
力
士

髙

　根

　リ

　サ

一
針
も
手
仕
事
な
ら
ず

冬
ご
も
り

村

　上

　て

　る

暖
冬
と
言
え
ど
も
灯
油

よ
く
減
っ
て

小
笠
原

　つ
ぎ
子

手
作
り
の
注
連
飾
り
し
て

一
人
笑
む

戸

　来

　れ
い
子

鉞
の
ひ
と
ふ
り
効
か
せ

寒
の
入
り

佐

　藤

　直

　子

予
定
し
た
事
を
済
ま
せ
て

寒
の
午
後

鹿

　島

　惠
美
子

音
も
な
く
寒
さ
身
に
し
む

夜
明
け
前

小

　坂

　良

　子

良
き
声
の
鳥
来
て
鳴
け
り

寒
い
朝

長

　峯

　ユ

　リ

さ
び
し
さ
を
耐
え
抜
く
力

寒
稽
古

工

　藤

　陽

　一

寒
が
り
の
わ
れ
に
肥
前
は

暖
か
し

福

　士

　香
芽
子

寒
茜
村
を
見
守
る
や
し
ろ
に
も

鹿

　島

　と

　わ

ま
さ
か
り

３月15日（火）までに、新郷村ホームページからお申し込み専用シートをダウンロードし、
必要事項をご記入のうえ、「ラキコン事務局」（株式会社テクノス内）迄、ＦＡＸにてお申し
込みください。 ※複数枚必要な場合はコピーしてご使用ください。

募集人数

参 加 費

参加資格

40名（男性20名／女性20名）

男性4,000円／女性2,000円

青森県内にご在住の20歳以上の独身の方

6



７　広報しんごう　H28・２

　このたび、新郷診療所に新しい超音波診断装
置（エコー）が導入されました。
　超音波を身体に当て、それが臓器や組織に
ぶつかってはね返ってくる信号を受信し、臓器
などの様子を映像化します。超音波は、腫瘍や
炎症の有無など臓器、組織の状態によって反射
して戻ってくる信号が変化
します。その信号の違いを
コンピュータで解析し、画
像に表すものです。
購入金額 4､644､000円
（※国庫補助金2､322､000円）

身近な電気火災を防ごう！！
　電気は私たちの生活から切っても切り離せない
ものです。
　そんな大切な電気ですが、時には火災の原因と
なることもあります。
　身近な家庭や会社でもよく使うコンセントやプ
ラグ、電気コードなどこまめに点検するなど、管理
には十分に注意して火災の発生を防ぎましょう。
◆電気火災を防ぐための７つのポイント◆

１　コンセントやプラグはほこりなどがたまらな
いようきれいに保つようにしましょう

２　プラグはしっかり差し込みましょう
３　日常使用していない器具は電源を切っておく

ように心掛けましょう
４　コードの上に家具等を置かないようにしましょう
５　コードは束ねないようにしましょう
６　たこ足配線をしないようにしましょう
７　テーブルタップを使用する場合は、電気容量

を守るようにしましょう
消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

診療所エコー導入

愛玩鳥を飼っている方の飼養報告について
　家畜の伝染性疾病の発生予防やまん延を防止
することを目的とした「家畜伝染病予防法」によ
り、家畜を飼っているすべての方は、年一回、
その飼養状況を報告することが法律で義務付け
られています。
　鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ等を含む）、
あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、
だちょうを飼っている方は報告が必要ですので
定期報告書を提出してください。
○報 告 様 式…八戸家畜保健衛生所にて配布、又は
　　　　　　　　　ホームページからダウンロード
○報告書の提出先…八戸家畜保健衛生所
　　　　　　　　　（八戸市尻内町毛合清水7－2）
○報 告 期 日…毎年２月１日の状況を６月15日まで
○問い合わせ先…八戸家畜保健衛生所　
　　　　　　　　　℡ 0178－27－7415

｢編集を終えて｣は今回お休みします。

○所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月15日
（火）です。例年、期限の間際になりますと申告
会場が混み合い、お待ちいただく時間も長く
なりますので、お早めに申告してくださるよう
お願いします。
○消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と
同じ申告書で一緒に税務署に申告し、消費税と
の合計額を国に納めます。納められた地方消費
税は、国から県に払い込まれます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の
確定申告と納税の期限は、３月31日（木）です。
忘れずに申告、納税してくださるようお願いします。

申 告 は お 早 め に

　引っ越される方で自動車をお持ちの方は、運
輸支局で住所の変更登録をお願いします。自動
車税の納税通知書は、原則として４月１日現在
の自動車登録に基づいて作成されています。
３月中に運輸支局で手続きができない場合は、
インターネットによる電子申請、ファックスに
よる届出、又は県税部への電話連絡をお願いし
ます。詳しくは、青森県ホームページ「県税
（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/）」でご確
認ください。
問い合わせ先　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　　℡ 27－5111　内線205～207、356

忘れないで、愛車も住所変更

　財団法人自治総合センターで
は、宝くじの社会貢献広報事業と
して、宝くじの受託事業収入を財
源としたコミュニティ助成事業を
実施しています。
　川代地区振興会では、地域の
伝統芸能である大黒舞の継承の
ため、年間を通じて村内外のイベ
ントでの披露や、地区を巡回する
門付けを行い、村の活性化に寄与
しています。
　今回村では、大黒舞の伝承と後
継者育成、地域資源を利活用した
渓流釣り大会の継続、廃材活用の
チェーンソーアートを広める等、一般コミュニティ助成事業
により、同会に対し、上記の備品の整備を行いました。

宝くじの受託事業収入が活かされています！
い



８

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

265
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寒さなんかへっちゃら。ソリに
のって何回も滑って遊んだよ。
なんだか雪が溶けていくと寂し
いなぁ。まだまだ雪遊びしたい
のに…

坂根　　丞くん（もも組）
いつもおうちのすべり台でお父さ
んと一緒に遊んでいるんだよ。
暖かくなったら保育園のすべり台
でもいっぱい遊ぶんだ！！

田茂　颯真くん（もも組）
じょうさか ね そう また も

滝　沢　　　凜ちゃん
Ｈ27・１・31生
（地区）川代
（パパ）洋樹
（ママ）順子
パパとママのねがい

いっぱい食べて大きく
なってね！

たき さわ りん

３月
ブラッドストーン（血石）
̶ 沈着・勇敢 ̶

男　1,303人（－２人）
女　1,365人（－２人）
計　2,668人（－４人）
世帯数940世帯（－２世帯）
（平成28年１月末現在）

やよい
March弥 生

人の動き

むらのガイド

平成28年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１６年３月
行　　事　　等 備　　　考日 曜

１ 火 行政相談

４ 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

７ 月 新郷温泉館休館日

９ 水 障がい者相談日

11 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

12 土 村内中学校卒業式

14 月 新郷温泉館休館日

15 火 所得税・住民税申告相談最終日

18 金
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
５歳児健診

19 土 村内小学校卒業式

20 日 春分の日

21 月 振替休日

25 金
燃えないごみ収集日
村内小中学校修了式・離任式

28 月 新郷温泉館休館日

山村開発センター  相談室　午後１時～３時

総合福祉センター　午前10時～

総合福祉センターみんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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よし、勝った。１位だ！

２月11日、「金ヶ沢スキー場まつり」で、肥料袋に
稲ワラを詰めて、そりを作る子どもたち
２月11日、「金ヶ沢スキー場まつり」で、肥料袋に
稲ワラを詰めて、そりを作る子どもたち


